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練習問題（p.227～p.228 ）
(1) 単回帰分析

	人口→商店数の単回帰分析

商店数
	=
	5.0452319
	+
	0.0108896
	人口


	
	
	(3.38)
	
	(29.83)
	


	R2乗  =  0.952
	
	S.E. = 5.960



回帰分析の結果

	P値 [ Prob>|t| ]

P値 [ Prob>|t| ]
	0.0003



	考察

■式全体の当てはまり具合は高いといえるか。

	

	R2乗の値より、1に限りなく近いので、式全体への当てはまり具合は高いといえる。

	


	■係数の推定値の信頼性は高いといえるか

	

	P値が0.0003となっており、有意水準5%および1%のどちらでも帰無仮説は棄却され、説明変料である“人口”は非説明変料である“商店街数”のばらつきを説明することが統計的に指示されたことを示している。

	


	人口→電力消費の単回帰分析

商店数
	=
	-435.9717
	+
	1.8982656
	人口


	
	
	(-3.39)
	
	(52.50)
	


	R2乗  =  0.983
	
	S.E. = 590.386



回帰分析の結果

	P値 [ Prob>|t| ]

P値 [ Prob>|t| ]
	<.0001



	考察

■式全体の当てはまり具合は高いといえるか。

	

	R2乗の値より、1に限りなく近いので、式全体への当てはまり具合は高いといえる。

	


	■係数の推定値の信頼性は高いといえるか

	

	P値が0.0001となっており、有意水準5%および1%のどちらでも帰無仮説は棄却され、説明変料である“人口”は非説明変料である“電力消費”のばらつきを説明することが統計的に指示されたことを示している。

	


(2) 回帰分析よる予測精度の確認

	除外したデータ（予測値・誤差）

データ番号
	“$ /lb Protein”の値
	“$ /oz”の予測値
	“$ /oz”の値
	予測誤差


	1
	14.23
	0.111638
	0.11
	0.001638


	2
	21.70
	0.168776
	0.17
	0.002224


	3
	14.49
	0.113662
	0.11
	0.003662



4. R2乗を参照して、回帰直線が非説明変化の変動をどれくらいよく説明しているかを確認しなさい。

R2乗の値は、「0.909799」と、1に近いので回帰直線の当てはまり我よいと言え、回帰直線が非説明変料の変動を良く表している。

7. 予測値の考察を行う。予測値と実際の値との差を判断し、この予測はとりあえず成功したといえるか。

予測誤差は実際の値の100分の1から100分の3の値であり、予測値と実際の値の誤差は低いと思われる。

→成功といえる！
このレポートを作成に当たっての資料。
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